
 

 

 
 

「情報」は広い概念をもっていますが、技術分野の「授業づくり」で扱う「情報」では、資料に示

すような「情報技術」の内容にある「情報の科学的な理解」を中心とした３つの内容を扱うのがコツ

になります。「情報活用能力」を上手に組み込む「授業づくり」のコツを探ってみてはいかがでしょ

うか？ また、技術分野で扱う「情報」と「情報活用能力」との関係を参考資料として示したの

で時間に余裕があれば、ご覧下さい。 

資料：「情報活用能力」の「情報技術」の内容（文部科学省資料より) 
  

 

情報活用の実践力 

・課題や目的に応じた情報手段の適切な活用 

・必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造 

・受け手の状況などを踏まえた発信・伝達 

 
情報の科学的な理解 

・情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解  
・情報を適切に扱い，自らの情報活用を評価  
・改善するための基礎的な理論や方法の理解 

 

情報社会に参画する態度 

・社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の理解 

・情報のモラルの必要性や情報に対する責任 

・望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度 

 

参考資料：技術分野で扱う「情報」と「情報活用能力」との関係 

技術分野の「Ｄ 情報の技術」で示されている内容は、主に矢印で示す情報活用能力にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜607> 技術分野の「授業づくり」で「情報活用能力」を扱うコツとは？ 

(1) 生活や社会を支える情報の技術について調べる活動などを通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 情報の表現，記録，計算，通信の特性等の原理・法則と，情報のデジタル化や処理

の自動化，システム化，情報セキュリティ等に関わる基礎的な技術の仕組み及び情報

モラルの必要性について理解すること。  

イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。 

情報の科学

的な理解 

(2) 生活や社会における問題を，ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプ
ログラミングによって解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう
指導する。  
ア 情報通信ネットワークの構成と，情報を利用するための基本的な仕組等ができるこ
と。  

イ 問題を見いだして課題を設定し，使用するメディアを複合する方法とその効果的な
利用方法等を構想して情報処理の手順を具体化するとともに，制作の過程や結果の評
価，改善及び修正について考えること。 

情報活用の

実践力 

(3) 生活や社会における問題を，計測・制御のプログラミングによって解決する活動を通
して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 計測・制御システムの仕組みを理解し，安全・適切なプログラムの制作，動作の確
認及びデバッグ等ができること。  

イ 問題を見いだして課題を設定し，入出力されるデータの流れを元に計測・制御シス
テムを構想して情報処理の手順を具体化するとともに，制作の過程や結果の評価，改
善及び修正について考えること。 

(4) これからの社会の発展と情報の技術の在り方を考える活動などを通して，次の事項を

身に付けることができるよう指導する。  
ア 生活や社会，環境との関わりを踏まえて，技術の概念を理解すること。  
イ 技術を評価し，適切な選択と管理・運用の在り方や，新たな発想に基づく改良と応

用について考えること。 

情報社会に

参画する態

度 

他教科で活

用する基礎

を学ぶ 


